
 

 

 

 

 

 

4 月 19 日（火）に６年生を対象として「令和４年度全国学力・学習状況調査」が実施され、その調査結果

が８月下旬に公表されました。その結果を活かし今後の改善を図っていくために、学校としての主な課題とそ

の改善策などを合わせて報告させていただきます。  

《学力状況調査の結果》 
国語 

漢字や仮名の大きさや配列に注意して書くような基礎的な力を問う項目に関しての正答率は高いです。し

かし、物語の描写を捉えたり、全体像を想像したり、文章の内容に対して適切な表現効果になる言葉を考えた

りするような項目などでは、正答率は低いです。児童が調査に取り組む様子からも問題の意図することやどの

ように文章を書いたら良いのかなどで悩んでおり、問題を読み込む読解力の育成が必要だと分かりました。 

算数 

整数のかけ算や百分率で表された割合の計算、割合のグラフの読み取りなどの問題に関しての正答率は

高いです。しかし、既習であるはずの正三角形や長方形、平行四辺形、ひし形などの図形の意味や性質、構成

の仕方について未定着の児童が多いことが分かりました。今回の問題では作図手順を問う出題が多かったた

め、図形問題の正答率の低さが顕著に表れていました。さらに、全国、兵庫県も同傾向にありますが、求め方

や考えたことを根拠立てて理由を記述する問題にも苦手意識を持つ子どもたちが多いです。 

理科 

児童質問紙で、「理科の勉強は好きですか」という項目では 84.2%の児童が当てはまる、どちらかと言え

ば当てはまると答え、「理科の勉強は大切だと思いますか」という項目では 96.5%の児童が大切だと考えて

いる結果が出ています。しかし、内容を理解できていると答えた児童は約半数でした。興味関心の持ちやすい

「昆虫のつくり」や「カブトムシの育ち方」「観察の記録」に関する問題は高い正答率でしたが、自分で発想し

た実験方法を考えたり、実験結果から問題を解釈し、自分の考えをもち、その内容を記述したりするような問

題はかなり正答率が下がっています。 

《児童質問紙調査の結果》 
 良好 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも・・・・ 

 ・人が困っているときは、進んで助けていますか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・94.8% 

 ・いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100% 

 ・人の役に立つ人間になりたいと思う・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・96.5% 

 ・今住んでいる地域の行事に参加している・・・・・・・・・・・・・・・・・・77.2%（県平均よりも約27p高い） 

 

課題 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《今後の改善策》 
     学習面では、基礎的基本的な知識・技能を活用する以前に、問題の意図するところを読み取れていな

いことが分かります。課題は読解力です。これは、国語だけでなく、算数、理科に対しても同じことが言え

ます。また、学習指導要領が新しくなり、「主体的に学習の取り組む態度」が加わりました。その中で、「自

分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、多様な人々と協働し

ながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができ

るようにする・・・ことが求められる。」とあります。「何のために学ぶのか」「どのように学ぶのか」「学んだ

ことは未来にどう生かすことができるのか」など学習に意味づけができることで主体的に取り組む態度

が広がっていくと考えられます。加古川市が平成30年度より進めている協同的探究学習を、本校では算

数科で取り組んでいます。学習のめあてを子どもたちとつくっていく過程を大切にし、読解力向上を目指

して研究を深めているところです。問題解決の見方・考え方を育成する授業展開を今後も研究していきま

す。 

     質問紙では、テレビの視聴時間・ゲームの利用時間が多いのも毎年の課題です。読書時間や新聞を読

む児童が少ないという結果からもテレビやネットで情報を得る児童が多いことが予想され、メディアによ

る情報化はどんどん進んでいることが分かります。GIGA スクール構想が進む中、必要な場面での ICT

機器の活用選択やルールの見直しも学校や家庭でしっかり行っていくことが望まれます。 

良好項目では、若宮地域の特色である、地域の行事に参加している児童の割合が全国、県と比較して

も約 30%高いです。地域行事や地域の方々に見守られて成長していることが分かります。また、毎年１０

月に行っている『わかみや人権週間』の成果もあり、学校のきまりや約束を守ったり、いじめに対する正し

い認識をもったりする人権意識の基礎が培われている児童が多いことが分かります。今後も、児童に寄り

添い、日々の変化を直接のかかわりの中や、日記、アンケート等で早期に発見することで、お互いに心の

通い合った教育活動を進めていけるよう全職員が一丸となって取り組んでいきます。 

さらに、本校の教育目標である『すこやかで、創造的に生きようとする児童の育成』のためには、保護

者の皆様、地域の方々の力が必要不可欠です。今後も若宮小学校の教育にご理解ご協力よろしくお願い

いたします。 

 

令和４年 10月 4日 

若宮小学校 

平日にテレビゲームをする児童は、１日３時間以上

している児童が35%、１時間以上が77.1%いるこ

とが分かりました。また、SNS などの動画視聴をし

ている児童は、１日３時間以上が24.5%、１時間以

上が 63.1%でした。これは、全国、県平均と比較し

てもやや多い傾向でした。 

家庭学習(宿題以外)の時間が少ないようです。 

平日１時間以上勉強をしている児童は 50.8%で、

全国・県平均と比較してみると勉強時間は約８～

10%程度少ないという結果でした。 



やや苦手な問題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                               

https://www.nier.go.jp/22chousa/22chousa.htm（国立教育政策研究所 HP参考）↓ 

理科 問題４の（２） 

正解は１ですが、まず問題を把握できることが大切です。そして、

予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して、問題を解決す

るまでの道筋を構想し、自分の考えをもつことができるかどうか（国

立教育政策研究所 解説より）が正解への鍵になります。 

他にも問題２（２）、３（１）、４（４）等もやや苦手としている傾向が表

れていました。日常生活との関連を図りながら、身に付けた知識や

技能を生活に生かしていく学習を進めていきます。 

国語 問題３の三 ア・イ・ウ 

 ア録画 イ反省 ウ親しむ が正解です。熟語を書くアやイでは、画

は書くことができるが、録が書くことができなかったり、反は書くこと

ができるが省を書くことができなかったりと漢字を文の中で正しく使

う問題に課題が見られました。また、問題３の二の「自分のよさ」を、

６０文字以上１００字以内で筆者になりきって書く内容もやや苦手と

しているようです。根拠を明確にして自分の考えを表現する思考力、

判断力、表現力等に向けた学習への取り組みを今後も進めます。 

 

算数 問題４の（４） 

 正解は３の平行四辺形です。問題に示されたプログラムで図形を

かくことができる力が重要です。２組の向い合う辺の長さが等しいこ

とと２組の向い合う角の大きさがそれぞれ等しいことを捉えること

で、平行四辺形であると分かります。他にも１（４）、２（１）、２（３）な

どがやや苦手としている問題です。既習の内容を定着できるようす

ることも大切で、その知識や技能を活用して、児童が自力で問題を

解決できるような学習方法の工夫が重要です。 

 

https://www.nier.go.jp/22chousa/22chousa.htm

